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 論 文 名：Procalcitonin levels predicting the infliximab response of immunoglobulin 

resistant Kawasaki disease 

       

      （プロカルシトニンは免疫グロブリン不応の川崎病のインフリキシマブ反応性を予測

する） 
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論 文 内 容 の 要 旨 

 

  
目的：免疫グロブリン静注療法（IVIG）不応の川崎病（KD）患者におけるインフリキシマブ不応

の予測因子を探索すること 
研究デザイン：この研究は 2013 年から 2015 年に 4-5g/kg の IVIG 治療後にインフリキシマブで治療

を行った連続した 27 人の KD 患者を対象とした。KD 患者は 2 群に分けた：インフリキシマブに反

応した患者（インフリキシマブ反応群、n=15）と病勢の制御に追加治療を必要とした患者（インフ

リキシマブ不応群、n=12）。インフリキシマブ反応性に関してインフリキシマブ治療直前の血清中

のプロカルシトニンとサイトカインの値を含む臨床データ及び検査結果を解析した。 
結果：インフリキシマブ不応群でインフリキシマブ反応群より血清のプロカルシトニン濃度

（P=0.017）、好中球数とリンパ球数の比（P=0.013）、好中球の割合（P=0.004）は高く、血清のナ

トリウム濃度（P=0.017）は低かった。多変量ロジスティック回帰分析の結果、プロカルシトニン濃

度高値（オッズ比 [OR] 1.48、95%信頼区間 [CI] 1.00-5.00、P=0.046）とナトリウム低値（OR 0.64、
95%CI 0.32-1.00、P=0.047）がインフリキシマブ不応と関連していたが、他のパラメータは関連して

いなかったことが示された。血清プロカルシトニン濃度は、血清インターロイキン-6、可溶性腫瘍

壊死因子受容体 1 型及び 2 型濃度と正の相関があった。受信者動作特性曲線（ROC 曲線）による解

析でプロカルシトニンのカットオフ値を 2.0ng/ml とするとインフリキシマブ不応性を予測する感度

58.3%、特異度 93.3%であった。ROC 曲線による解析でインフリキシマブ不応性を予測する曲線下

面積（AUC）は 0.739 であった。 
結論：血清プロカルシトニン濃度は IVIG に不応の重症 KD 患者におけるインフリキシマブ不応性

を予測するのに効果的なバイオマーカーとなりうる。 

 



 


